
※１・２年次研究の成果と課題 
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Ⅰ 社会科における 
  自律した学習者の姿 
 
 
 
 
 

Ⅱ 社会科における 
授業デザインの取組 

 
 
  
                                                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
     
Ⅲ 1・２年次研究で生成した仮説                 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅳ 1 年次研究の課題と、改善するための手立て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 複数の資料と日常生活につながる
事象等、価値ある問いを生み出せる
ような資料提示をする。 

Ｂ 社会的事象についての互いの考え
のずれや曖昧さを情報交換によって
焦点化し、全体で共有する場をもつ。 

Ｃ まとめを基に、問題の解決や自ら
の生活への活用を意識した、自分な
りの考えや提案を述べる場面をゴー
ルとする単元構想を工夫する。 

１ 資料や社会的事象を基に課題
をもち、解決への見通しをもつ姿 

２ 自らの学習状況を見つめ、調べ
直したり考え直したりしながら
社会的事象を追究している姿 

３ 根拠や理由を明確にしてまと
め、自分の意見や提案を説明して
いる姿 

 問題解決に没頭する子どもの姿 
（数字は、自律した学習者との関連） 

要因・手立て 
（英字は、授業デザインの取組との関連） 

一
年
次 

社会的事象の課題解決に向けて、自
分は、家族はどうしたらよいのかとい
う切実感のある課題をもっている姿  
（１、２） 

 
社会的事象についての理解を深めるだ

けでなく、課題解決のために取り組む人
や課題に直面した生活をしている当事者
の思いを知ることで、課題がより明確に
もてるような資料を精選し提示したこと  
（Ａ、Ｃ） 

 

 社会的課題解決への対策や取組に
ついて意欲的に調べ、相手の気持ちに
訴えかける伝え方を工夫する姿 
（２、３） 

単元全体の見通しをもって活動できる
ように、ゲーミフィケーションを取り入
れたまとめの活動を単元のゴールにした
こと（Ａ、Ｂ、Ｃ） 

二
年
次 

  

 

 課題となった子どもの姿 
（数字は、自律した学習者との関連） 

改善するための手立て 
（英字は、授業デザインの取組との関連） 

一
年
次 

 明確な課題をもち、単元のゴールに
向かって追究することはできたが、そ
れぞれが調べた内容や考え方を適切
に交換したりそれを基に改善したり
できないでいる姿（２） 

 情報交換からの改善を図る意識を高め
るために、個別の課題を追究する学びと
協働で情報交換や話合いを進めていく時
間を計画的または適時に設定する。 
（Ｂ、Ｃ） 

 




